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(54)【発明の名称】 表示装置の駆動方法及び表示装置

(57)【要約】
【課題】  色順次表示方式の液晶表示装置において、色
割れとカラーレインボーが発生し、画質が低下してい
た。
【解決手段】  中間色映像を表示するサブフィールドと
前記中間色には含まれない原色の映像を表示するサブフ
ィールドを隣接させる。また、前記中間色または無彩色
の映像を表示するサブフィールドを１フレーム期間の最
初または最後に設ける。また、各サブフィールドへの輝
度配分割合を最適化する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  １フレーム期間が複数のサブフィールド
に分割されており、前記各サブフィールドにて任意の色
の映像を表示してカラー映像を得る方法において、任意
のサブフィールドにて赤または緑または青のうちのいず
れか２色を混合した中間色の映像を表示し、さらに前記
中間色映像を表示するサブフィールドに隣接する少なく
とも１つのサブフィールドにおいて、前記中間色には含
まれない色の映像を表示することを特徴とする表示装置
の駆動方法。
【請求項２】  １フレーム期間における最初または最後
のサブフィールドにて中間色の映像を表示することを特
徴とする請求項１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項３】  前記隣接したサブフィールドにて表示さ
れる中間色映像と原色映像の色には、赤及び緑及び青の
光の三原色がすべて含まれていることを特徴とする請求
項１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項４】  １フレーム期間が複数のサブフィールド
に分割されており、前記各サブフィールドにて任意の色
の映像を表示してカラー映像を得る方法において、任意
のサブフィールドにて赤または緑または青のうちのいず
れか２色を混合した中間色の映像を表示し、さらに前記
中間色を表示するサブフィールドに隣接する少なくとも
１つのサブフィールドにて前記中間色には含まれない色
の映像を表示し、さらに残りの少なくとも１つのサブフ
ィールドにて無彩色の映像を表示することを特徴とする
表示装置の駆動方法。
【請求項５】  前記隣接したサブフィールドにて表示さ
れる中間色映像と原色映像の色には、赤及び緑及び青の
光の三原色がすべて含まれていることを特徴とする請求
項４に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項６】  １フレーム期間が複数のサブフィールド
に分割されており、前記１フレーム期間内に赤、緑、青
の三原色の映像を表示するためのサブフィールドと、中
間色の映像を表示するためのサブフィールドをそれぞれ
少なくとも１つ有する表示装置において、赤、緑、青に
対応する映像信号からそれ以外の色の映像信号を生成す
る際の輝度配分の優先順位が、１．中間色の映像を表示
するサブフィールド、２．赤または緑または青の光の三
原色の映像を表示するサブフィールド、の順であること
を特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項７】  １フレーム期間が複数のサブフィールド
に分割されており、前記１フレーム期間内に赤、緑、青
の三原色の映像を表示するサブフィールドと、中間色映
像を表示するサブフィールドと、無彩色映像を表示する
サブフィールドをそれぞれ少なくとも１つ有する表示装
置において、赤、緑、青に対応する映像信号からそれ以
外の色の映像信号を生成する際の輝度配分の優先順位
が、１．無彩色の映像を表示するサブフィールド、２．
中間色の映像を表示するサブフィールド、３．赤または
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緑または青の光の三原色の映像を表示するサブフィール
ド、の順であることを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項８】  赤、緑、青に対応する映像信号からそれ
以外の色の映像信号を生成する際の輝度配分割合が、表
示する画像に応じて変化することを特徴とする請求項６
または請求項７のいずれかに記載の表示装置の駆動方
法。
【請求項９】  １フレーム期間が複数のサブフィールド
に分割されており、前記１フレーム期間内に中間色映像
を表示するためのサブフィールドまたは無彩色映像を表
示するためのサブフィールドと、赤、緑、青の三原色の
映像を表示するサブフィールドをそれぞれ少なくとも１
つ有する表示装置において、中間色または無彩色の映像
を、前記中間色または無彩色を表示するためのサブフィ
ールドと、前記三原色の映像を表示するサブフィールド
の両方で表示することを特徴とする表示装置の駆動方
法。
【請求項１０】  １フレーム期間が複数のサブフィール
ドに分割されており、赤、緑、青の三原色の映像を表示
するサブフィールドと、中間色の映像を表示するサブフ
ィールドまたは無彩色映像を表示するサブフィールドを
それぞれ少なくとも１つ有する表示装置において、各サ
ブフィールドにおける映像のピーク輝度に応じて、バッ
クライト輝度を調光することを特徴とする表示装置の駆
動方法。
【請求項１１】  １フレーム期間が複数のサブフィール
ドに分割されており、赤、緑、青の三原色の映像を表示
するサブフィールドと、中間色の映像を表示するサブフ
ィールドまたは無彩色映像を表示するサブフィールドを
それぞれ少なくとも１つ有する表示装置において、中間
色又はＷ（無彩色）映像を表示するサブフィールドのバ
ックライト輝度に上限を設けることを特徴とする表示装
置の駆動方法。
【請求項１２】  １画面分の映像信号を記憶できる記憶
手段と、バックライトを制御するバックライト制御手段
と、映像信号を演算処理する演算手段と、映像信号に応
じた映像を表示する液晶表示素子を備え、
１フレーム期間が複数のサブフィールドに分割されてお
り、前記記憶手段にて記憶された映像信号に基づいて前
記演算手段により各サブフィールドにて表示する映像信
号を生成し、前記生成した映像信号に対応した映像を液
晶表示素子に表示し、前記表示した映像に連動してバッ
クライトの発光色を前記バックライト制御手段にて制御
してカラー表示を得る表示装置において、
任意のサブフィールドにて赤または緑または青のうちの
いずれか２色を混合した中間色の映像を表示し、さらに
前記中間色の映像を表示するサブフィールドに隣接する
少なくとも１つのサブフィールドにおいて、前記中間色
には含まれない色の映像を表示することを特徴とする表
示装置。
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【請求項１３】  １フレーム期間における最初または最
後のサブフィールドにて、中間色の映像を表示すること
を特徴とする請求項１２に記載の表示装置。
【請求項１４】  前記任意のサブフィールドと、前記任
意のサブフィールドに隣接する少なくとも１つのサブフ
ィールドにおいて表示する映像の色には、赤及び緑及び
青の光の三原色がすべて含まれていることを特徴とする
請求項１２に記載の表示装置。
【請求項１５】  １画面分の映像信号を記憶できる記憶
手段と、バックライトを制御するバックライト制御手段
と、映像信号を演算処理する演算手段と、映像信号に応
じた映像を表示する液晶表示素子を備え、１フレーム期
間が複数のサブフィールドに分割されており、前記記憶
手段にて記憶された映像信号に基づいて前記演算手段に
より各サブフィールドにて表示する映像信号を生成し、
前記生成した映像信号に対応した映像を液晶表示素子に
表示し、前記表示した映像に連動してバックライトの発
光色を前記バックライト制御手段にて制御してカラー表
示を得る表示装置において、１フレーム期間における任
意のサブフィールドにて赤または緑または青のうちのい
ずれか２色を混合した中間色の映像を表示し、さらに前
記中間色の映像を表示するサブフィールドに隣接するサ
ブフィールドにて、前記中間色には含まれない色の映像
を表示し、さらに残りの少なくとも１つのサブフィール
ドにて無彩色の映像を表示することを特徴とする表示装
置。
【請求項１６】  １フレーム期間における最初または最
後のサブフィールドにて、中間色の映像を表示すること
を特徴とする請求項１５に記載の表示装置。
【請求項１７】  前記隣接したサブフィールドにて表示
される中間色映像と原色映像の色には、赤及び緑及び青
の光の三原色がすべて含まれていることを特徴とする請
求項１５に記載の表示装置。
【請求項１８】  １画面分の映像信号を記憶できる記憶
手段と、バックライトを制御するバックライト制御手段
と、映像信号を演算処理する演算手段と、映像信号に応
じた映像を表示する液晶表示素子を備え、１フレーム期
間が複数のサブフィールドに分割されており、赤、緑、
青の三原色の映像を表示するサブフィールドまたは中間
色映像を表示するサブフィールドをそれぞれ少なくとも
１つ有し、前記演算手段より前記記憶手段にて記憶され
た映像信号に基づいて各サブフィールドにて表示する映
像信号を生成し、前記生成した映像信号に対応した映像
を液晶表示素子に表示し、前記表示した映像に連動して
バックライトの発光色を前記バックライト制御手段にて
制御しカラー表示を得る表示装置において、
赤、緑、青に対応する映像信号から前記演算処理により
それ以外の色の映像信号を生成する際の輝度配分の優先
順位が、１．中間色の映像を表示するサブフィールド、
２．赤または緑または青の三原色の映像を表示するサブ
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フィールド、の順であることを特徴とする表示装置。
【請求項１９】  １画面分の映像信号を記憶できる記憶
手段と、バックライトを制御するバックライト制御手段
と、映像信号を演算処理する演算手段と、映像信号に応
じた映像を表示する液晶表示素子を備え、１フレーム期
間が複数のサブフィールドに分割されており、赤、緑、
青の三原色の映像を表示するサブフィールドまたは中間
色映像を表示するサブフィールドまたは無彩色映像を表
示するサブフィールドをそれぞれ少なくとも１つ有し、
前記演算手段より前記記憶手段にて記憶された映像信号
に基づいて各サブフィールドにて表示する映像信号を生
成し、前記生成した映像信号に対応した映像を液晶表示
素子に表示し、前記表示した映像に連動してバックライ
トの発光色を前記バックライト制御手段にて制御しカラ
ー表示を得る表示装置において、
赤、緑、青に対応する映像信号からそれ以外の色の映像
信号を生成する際の輝度配分の優先順位が、１．無彩色
の映像を表示するサブフィールド、２．中間色の映像を
表示するサブフィールド、３．赤または緑または青の三
原色の映像を表示するサブフィールド、の順であること
を特徴とする表示装置。
【請求項２０】  赤、緑、青に対応する映像信号からそ
れ以外の色の映像信号を生成する際の輝度配分割合が、
表示する画像に応じて変化することを特徴とする請求項
１８または請求項１９のいずれかに記載の表示装置。
【請求項２１】  １画面分の映像信号を記憶できる記憶
手段と、バックライトを制御するバックライト制御手段
と、映像信号を演算処理する演算手段と、映像信号に応
じた映像を表示する液晶表示素子を備え、１フレーム期
間が複数のサブフィールドに分割されており、赤、緑、
青の三原色の映像を表示するサブフィールドと、中間色
映像を表示するサブフィールドまたは無彩色映像を表示
するサブフィールドをそれぞれ少なくとも１つ有し、さ
らに前記演算手段より前記記憶手段にて記憶された映像
信号に基づいて各サブフィールドにて表示する映像信号
を生成し、前記生成した映像信号に対応した映像を液晶
表示素子に表示し、前記表示した映像に連動してバック
ライトの発光色を前記バックライト制御手段にて制御し
カラー表示を得る表示装置において、中間色または無彩
色の映像を、前記中間色または無彩色を表示するための
サブフィールドと、前記三原色の映像を表示するサブフ
ィールドの両方で表示することを特徴とする表示装置。
【請求項２２】  １画面分の映像信号を記憶できる記憶
手段と、バックライトを制御するバックライト制御手段
と、映像信号を演算処理する演算手段と、映像信号に応
じた映像を表示する液晶表示素子を備え、１フレーム期
間が複数のサブフィールドに分割されており、赤、緑、
青の三原色の映像または中間色映像または無彩色映像を
表示するサブフィールドを少なくとも１つ有し、さらに
前記演算手段より前記記憶手段にて記憶された映像信号
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に基づいて各サブフィールドにて表示する映像信号を生
成し、前記生成した映像信号に対応した映像を液晶表示
素子に表示し、前記表示した映像に連動してバックライ
トの発光色を前記バックライト制御手段にて制御しカラ
ー表示を得る表示装置において、
各サブフィールドにおける画面のピーク輝度に応じて、
バックライト輝度を調光することを特徴とする表示装
置。
【請求項２３】  １画面分の映像信号を記憶できる記憶
手段と、バックライトを制御するバックライト制御手段
と、映像信号を演算処理する演算手段と、映像信号に応
じた映像を表示する液晶表示素子を備え、１フレーム期
間が複数のサブフィールドに分割されており、赤、緑、
青の三原色の映像または中間色映像または無彩色映像を
表示するサブフィールドを少なくとも１つ有し、さらに
前記演算手段より前記記憶手段にて記憶された映像信号
に基づいて各サブフィールドにて表示する映像信号を生
成し、前記生成した映像信号に対応した映像を液晶表示
素子に表示し、前記表示した映像に連動してバックライ
トの発光色を前記バックライト制御手段にて制御しカラ
ー表示を得る表示装置において、中間色又はＷ（無彩
色）映像を表示するサブフィールドのバックライト輝度
に上限を設けることを特徴とする表示装置。
【請求項２４】  前記バックライトは、電力供給端子を
少なくとも２つ有する光源と、ホワイトバランスを調整
するための調整手段と、基準電圧を増幅する増幅手段
と、光源に供給する電力をＯＮ／ＯＦＦ制御するスイッ
チング手段と、前記スイッチング手段を制御するバック
ライト制御手段を有し、
前記調整手段の出力端子が基準電圧として前記増幅手段
の入力端子に接続され、前記増幅手段の出力端子が前記
光源の片方の電力供給端子に接続され、さらに前記光源
のもう片方の電力供給端子には前記スイッチング手段が
接続され、前記スイッチング手段には前記バックライト
制御手段が接続されていることを特徴とする請求項１２
または請求項１５または請求項１８または請求項１９ま
たは請求項２１または請求項２２または請求項２３のい
ずれかに記載の表示装置。
【請求項２５】  前記バックライトは、電力供給端子を
少なくとも２つ有する光源と、デジタル／アナログコン
バーター（Ｄ／Ａコンバーター）と、オペアンプと、電
流検出素子と、バックライト制御手段を有し、前記バッ
クライト制御手段の出力端子が前記デジタル／アナログ
コンバーターの入力端子に接続され、前記デジタル／ア
ナログコンバーターの出力端子が前記オペアンプの非反
転入力端子に接続され、前記オペアンプの出力端子が前
記光源の片方の電力供給端子に接続され、さらに前記光
源のもう片方の電力供給端子は前記電流検出素子とオペ
アンプの反転入力端子に接続されていることを特徴とす
る請求項１２または請求項１５または請求項１８または*
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*請求項１９または請求項２１または請求項２２または請
求項２３のいずれかに記載の表示装置。
【請求項２６】  前記バックライトは、電力供給端子を
少なくとも２つ有する光源と、デジタル／アナログコン
バーター（Ｄ／Ａコンバーター）と、オペアンプと、電
流検出素子と、スイッチング素子と、電源端子と、バッ
クライト制御手段を有し、
前記バックライト制御手段の出力端子が前記デジタル／
アナログコンバーターの入力端子に接続され、前記デジ
タル／アナログコンバーターの出力端子が前記オペアン
プの非反転入力端子に接続され、前記オペアンプの出力
端子が前記スイッチング素子に接続され、前記光源の片
方の電力供給端子には電源端子が接続され、さらに前記
光源のもう片方の電力供給端子はスイッチング素子が接
続され、前記スイッチング素子には電流検出素子とオペ
アンプの反転入力端子が接続されていることを特徴とす
る請求項１２または請求項１５または請求項１８または
請求項１９または請求項２１または請求項２２または請
求項２３のいずれかに記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、色順次表示方式の
表示装置における表示制御技術に関し、動画表示時に発
生する色割れや、視線を大きくそらした場合に発生する
カラーレインボーを低減する場合において好適な技術に
関する。
【０００２】
【従来の技術】赤または緑または青の映像を表示し、そ
れに連動してそれぞれの色に応じた照明を全面または背
面から任意の順序で照射してカラー表示を行う色順次表
示方式（フィールドシーケンシャルカラー方式）の液晶
表示装置において、動画表示時の色割れ対策として、Ｓ
ＩＤ２００１  Ｌ－４（４００頁～４０３頁）のよう
に、画像の動き方向と動き量を検出し、前記検出した動
き方向及び動き量に基づいて１フレーム期間において２
番目及び３番目に表示する映像を、動いた方向へ表示位
置を補正して表示するようにしていた。また、特開平８
－１０１６７２号では、ＲＧＢ信号（以後、Ｒは赤、Ｇ
は緑、Ｂは青を表す）から演算された無彩色信号を生成
し、赤、緑、青、白（無彩色）の４つの映像信号を表示
するようにしていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】色順次表示方式のカラ
ーディスプレイでは、Ｒ、Ｇ、Ｂのうちいずれか２色以
上が混じった映像を、Ｒ、Ｇ、Ｂの原色サブフィールド
の組み合わせで表現するため、前記映像が動いてそれを
観測者の目が追従する際に、Ｒ、Ｇ、Ｂの発光タイミン
グの時間的ズレが空間的なズレとして知覚されるという
問題がある。一方、もしＲのみ、Ｇのみ、Ｂのみなど、
単色の映像であれば色割れは起きない。
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7
【０００４】図１８に、従来の方法にて表示する際に、
ある白いパターンが移動した場合に起きる色割れの原理
を模式的に示した。白いパターンはＲＧＢの各サブフィ
ールドにて表示された映像の合成により得られるため、
白い物体が画面に映し出される場合は、１フレーム内の
同一位置でＲ、Ｇ、Ｂの各色が順次映し出される。ここ
で１フレーム期間とは、少なくともＲ、Ｇ、Ｂの三原色
を含む複数のサブフィールドにて構成されたものであ
り、１枚の映像を表示するのに必要な最小単位である。
【０００５】そして、白いパターンが画面の左から右に
移動する場合、図１８（ａ）に示したように、１フレー
ム毎に右側にシフトして行くことになるが、この場合、
各サブフィールドにおいて表示される映像には時間的ズ
レが生ずる。また、観測者の視線は矢印Ｔに示されてい
るように、滑らかに移動するため、目視する位置はΔｘ
で示されているように物体よりもやや遅れるようにな
る。つまり、これらが原因になり、例えば図１８（ｂ）
に示されているように、Ｗ（無彩色）の物体Ｐの左側に
例えばＢやＣ（シアン）等の色が、また右側にＲやＭ
（マジェンダ）等の色が現れていた。これはフィールド
シーケンシャル方式ディスプレイ特有の潜在的課題であ
る。
【０００６】また、ＳＩＤ２００１  Ｌ－４にて提案さ
れている方法では、移動方向と移動量の検出に失敗した
場合や、複数の物体が動いているようなパターンで観測
者がどの物体に注目しているかまでは検出することが難
しく、検出や補正が失敗した場合、逆に色割れがひどく
なることもあるという問題があった。
【０００７】また、無彩色信号を生成して利用するとい
う特開平８－１０１６７２号の方法では、完全な無彩色
部分に対しては効果が認められるが、若干でも色の付い
た部分に対してはそれほど効果がないばかりか、生成し
た白色映像とその他の色の映像とが新たな色割れを起こ
し、かえって映像表示品位が低下してしまう場合もある
という問題があった。
【０００８】あるいは静止画、動画に依らず、画面から
視線をそらすと画面全体にわたって色が分かれて認知さ
れるいわゆるカラーレインボー現象も生じ、視聴者に不
快感を与えていた。
【０００９】
【課題を解決するための手段】この問題を解決するため
に、本願第１の発明では、１フレーム期間が複数のサブ
フィールドに分割されており、前記各サブフィールドに
て任意の色の映像を表示してカラー映像を得る方法にお
いて、任意のサブフィールドにて赤または緑または青の
うちのいずれか２色を混合した中間色の映像を表示し、
さらに前記中間色映像を表示するサブフィールドに隣接
する少なくとも１つのサブフィールドにおいて、前記中
間色には含まれない色の映像を表示する様にしたもので
ある。
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【００１０】また、本願第２の発明では、１フレーム期
間が複数のサブフィールドに分割されており、前記各サ
ブフィールドにて任意の色の映像を表示してカラー映像
を得る方法において、任意のサブフィールドにて赤また
は緑または青のうちのいずれか２色を混合した中間色の
映像を表示し、さらに前記中間色を表示するサブフィー
ルドに隣接する少なくとも１つのサブフィールドにおい
て、前記中間色には含まれない色の映像を表示し、さら
に残りの少なくとも１つのサブフィールドにて無彩色の
映像を表示する様にしたものである。
【００１１】また、本願第３の発明では、１フレーム期
間が複数のサブフィールドに分割されており、赤、緑、
青の三原色の映像を表示するためのサブフィールドと、
中間色の映像を表示するためのサブフィールドをそれぞ
れ少なくとも１つ有するフィールドシーケンシャル液晶
表示装置において、赤、緑、青に対応する映像信号から
それ以外の色の映像信号を生成する際の輝度配分の優先
順位が、１．中間色の映像を表示するサブフィールド、
２．赤または緑または青のいわゆる三原色の映像を表示
するサブフィールド、の順である様にしたものである。
【００１２】また、本願第４の発明では、１フレーム期
間が複数のサブフィールドに分割されており、赤、緑、
青の三原色の映像を表示するサブフィールドと、中間色
映像を表示するサブフィールドと、無彩色映像を表示す
るサブフィールドをそれぞれ少なくとも１つ有するフィ
ールドシーケンシャル液晶表示装置において、赤、緑、
青に対応する映像信号からそれ以外の色の映像信号を生
成する際の輝度配分の優先順位が、１．無彩色の映像を
表示するサブフィールド、２．中間色の映像を表示する
サブフィールド、３．赤または緑または青のいわゆる三
原色の映像を表示するサブフィールド、の順である様に
したものである。
【００１３】また、本願第５の発明では、１フレーム期
間が複数のサブフィールドに分割されており、無彩色映
像を表示するサブフィールドと、それ以外の色の映像を
表示するサブフィールドをそれぞれ少なくとも１つ有す
るフィールドシーケンシャル液晶表示装置において、無
彩色映像を、無彩色の映像を表示するサブフィールドと
それ以外の色の映像を表示するサブフィールドの両方で
表示する様にしたものである。
【００１４】また、本願第６の発明では、１フレーム期
間が複数のサブフィールドに分割されており、赤、緑、
青の三原色の映像を表示するサブフィールドと、中間色
の映像を表示するサブフィールドまたは無彩色映像を表
示するサブフィールドをそれぞれ少なくとも１つ有する
フィールドシーケンシャル液晶表示装置において、各サ
ブフィールドにおける映像のピーク輝度に応じて、バッ
クライト輝度を調光する様にしたものである。
【００１５】また、本願第７の発明では、中間色または
Ｗ（無彩色）の映像を表示するサブフィールドにおける
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9
バックライト輝度に上限を設け、さらにこの上限を原色
の映像を表示するサブフィールドにおけるバックライト
輝度よりも低く設定する様にしたものである。
【００１６】また、本願第８から第１４の発明では、前
記本願第１から第７の発明により色順次表示方式の表示
装置を実現したものである。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図１から図２０を用いて説明する。また、通常の映
像信号にはガンマ補正処理が施されているが、以下に述
べる処理は、前記ガンマ補正処理の施された信号に対し
てさらに逆ガンマ補正処理が施された映像信号、すなわ
ち階調と輝度がリニアな関係である信号に対して行うも
のとする。そして、表示装置がリニアでない特性を有す
る場合は、それに応じて再度ガンマ補正処理が必要であ
ることは周知のとおりである。また、以下の説明の中
で、映像信号が最大２５５階調である場合を例に挙げて
いるが、本発明はこれに限定されるものではないことも
付け加えておく。
【００１８】（第１の発明の実施形態）図１８（ｂ）を
用いてすでに述べた様に、色割れは移動するパターンを
観測者の目が追従するにもかかわらず、１フレーム期間
内における各サブフィールドにて表示される映像の表示
位置が同一であるために、各サブフィールドにて表示さ
れる映像の表示位置が、あたかもパターンの移動方向に
それぞれ少しずつずれて表示されているかのように観測
者に認知されることによって発生する。
【００１９】また、図１８（ｂ）からも理解できるよう
に、１フレーム期間内の最初または最後のサブフィール
ドにて表示する映像の一部は、他のサブフィールドと混
色しないため、色割れの中でも最も目立つ色となる。
【００２０】ここで、ある白いパターンとそれに隣接す
る別の色のパターンがあるとすると、前記白いパターン
に隣接するパターンの色が、Ｒ、Ｇ、Ｂの原色よりもＹ
（イエロー）、Ｃ（シアン）、Ｍ（マジェンダ）のよう
な中間色の方が、前記２つのパターンの境界が目立ちに
くいという事実に注目したい。
【００２１】つまり、白いパターンに隣接するパターン
の色が白に近い方が、両者の境界が目立ちにくいという
ことである。この様子を、図１９（ａ）と（ｂ）に模式
的に示した。図１９（ａ）では、左側の四角が中間色、
右側の四角が白いパターンをあらわしている。一方、図
１９（ｂ）では、左側の四角が原色、右側の四角が白い
パターンをあらわしている。このように、図１９（ａ）
の方が２つのパターンの境界が目立ちにくい。
【００２２】これらの事実を鑑みて、本願第１の発明で
は、中間色映像を表示するサブフィールドと、前記中間
色には含まれない原色の映像を表示するサブフィールド
を隣接するようにした。これにより、パターンが移動し
た場合でも、前記任意の中間色と前記中間色には含まれ
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ない原色が混色して、無彩色に近づくようになり、色割
れの低減が可能となる。
【００２３】さらに、１フレーム期間における各サブフ
ィールドの順序についても工夫した。色割れが発生した
場合において最も目立つ、１フレーム期間における最初
または最後のサブフィールドにて表示する映像の色を、
従来のようなＲ、Ｇ、Ｂの三原色ではなく、Ｙ（イエロ
ー）、Ｃ（シアン）、Ｍ（マジェンダ）のような中間色
とした。さらに前記中間色を表示するサブフィールドに
隣接する少なくとも１つのサブフィールドにて、前記中
間色には含まれない原色の映像を表示する様にした。こ
れにより、色割れが発生した場合に、前記中間色の映像
とこれに隣接するタイミングで表示される原色の映像が
混色し、無彩色に近づいて、色割れの低減が可能とな
る。
【００２４】また、中間色の映像を表示するサブフィー
ルドを設けることで、各色成分が各サブフィールドに分
散され、それによって各サブフィールドにおけるそれぞ
れ映像の輝度は従来の場合よりも低下するため、カラー
レインボーの低減にも有効となる。
【００２５】（第２の発明の実施形態）本願第２の発明
では、本願第１の発明に加え、中間色映像を表示するサ
ブフィールドと、Ｗ（無彩色）映像を表示するサブフィ
ールドを設け、さらに前記中間色には含まれない原色の
映像を表示するサブフィールドを隣接するようにした。
これにより、パターンが移動した場合でも、前記中間色
と前記中間色には含まれない原色が混色して、無彩色に
近づくようになり、色割れの低減が可能となる。
【００２６】１フレーム期間における各サブフィールド
の順序についても本願第１の発明と同様に、色割れが発
生した場合において最も目立つ、１フレーム期間におけ
る最初または最後のサブフィールドにて表示する映像の
色を、従来のようなＲ、Ｇ、Ｂの三原色ではなく、Ｙ
（イエロー）、Ｃ（シアン）、Ｍ（マジェンダ）のよう
な中間色あるいはＷ（無彩色）とした。さらに、前記中
間色またはＷ（無彩色）を表示するサブフィールドに隣
接する少なくとも１つのサブフィールドにて、前記中間
色には含まれない原色の映像を表示する様にした。これ
により、色割れが発生した場合に、前記中間色の映像と
これに隣接するタイミングで表示される原色の映像が混
色し、無彩色に近づいて、色割れの低減が可能となる。
【００２７】また、中間色またはＷ（無彩色）の映像を
表示するサブフィールドを設けることで、各色成分が各
サブフィールドに分散され、それによって各サブフィー
ルドにおけるそれぞれ映像の輝度は従来の場合よりも低
下するため、カラーレインボーの低減にも有効となる。
【００２８】次に、図１から図５を用いて本願第１また
は本願第２の発明を具体的に説明する。図１から図５に
おいて、「ＳＦ」とはサブフィールドを表す。
【００２９】図１は、１フレームを４つのサブフィール
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11
ドに分割したものである。ここでは最初のサブフィール
ドであるＳＦ１にてＹ（イエロー）の映像を表示し、そ
の隣接サブフィールドであるＳＦ２にて、Ｙ（イエロ
ー）には含まれない色成分Ｂの映像を表示するようにし
ている。これにより、Ｙ（イエロー）成分を含むパター
ンの色割れを低減することができる。また、Ｗ（無彩
色）を表示する際には、Ｙ（イエロー）のサブフィール
ドとＢのサブフィールドとを組み合わせればよい。こう
することで、パターンが移動して色割れが発生しても、
エッジ部分でＹ（イエロー）とＢが混色して、色割れが
低減される。
【００３０】図２は１フレームを５つのサブフィールド
に分割したものである。ＳＦ１にてＹ（イエロー）の映
像を表示し、ＳＦ１に隣接するＳＦ２にて、Ｂの映像を
表示する。また、１フレーム期間の最後のサブフィール
ドであるＳＦ５にてＣ（シアン）の映像を表示し、ＳＦ
５に隣接するＳＦ４にて、Ｒの映像を表示する様にした
ものである。これにより、図１の場合に加えて、Ｃ（シ
アン）成分を含むパターンの色割れも低減することがで
きる。
【００３１】図３も１フレームを５つのサブフィールド
に分割したものである。図２との違いは、ＳＦ５にてＷ
（無彩色）の映像を表示している点である。Ｗ（無彩
色）のサブフィールドを設けることにより、図１の場合
に加えて、（無彩色）成分を含むパターンの色割れも低
減することができる。
【００３２】図４は１フレームを６つのサブフィールド
に分割したものである。これは図２に加えて、Ｍ（マジ
ェンダ）のサブフィールドを設けたものである。これに
より、Ｙ（イエロー）成分、Ｃ（シアン）成分、Ｍ（マ
ジェンダ）成分を含むパターンの色割れを低減すること
ができる。
【００３３】図５も１フレームを６つのサブフィールド
に分割したものである。図４との違いはＭ（マジェン
ダ）サブフィールドをＷ（無彩色）に置き換えた点にあ
る。これにより、Ｙ（イエロー）成分、Ｃ（シアン）成
分、及びＷ（無彩色）成分を含むパターンの色割れを低
減することができる。
【００３４】以上のように、本願第１または第２の発明
では、１フレームの最初または最後のサブフィールドに
中間色またはＷ（無彩色）の映像を表示するようにし、
さらに、これに隣接する少なくとも１つのサブフィール
ドにおいて、前記最初または最後のサブフィールドにて
表示する映像の色には含まれない色の映像を表示するこ
とで、前述の原理によって色割れ及びカラーレインボー
を低減することができる。
【００３５】もちろん本願第１または第２の発明は、先
ほどの図１から図５に挙げた例に限定されるものではな
く、１フレーム期間内のサブフィールド数や各サブフィ
ールドにて発光する色の組み合わせは、これ以外でもあ
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ってもよい。
【００３６】（第３の発明の実施形態）次に、本願第３
の発明である、各サブフィールドに輝度を配分する方法
について述べる。まず、ある例として、図１に示したサ
ブフィールド構造にて、ある画素にＹ（イエロー）を表
示する場合を考えるとする。図１に示すサブフィールド
構造では、１フレーム期間内にＲ、Ｇ、Ｂ、Ｙ（イエロ
ー）の４つのサブフィールドを有するため、Ｙ（イエロ
ー）に含まれるＲ成分は、ＲのサブフィールドとＹ（イ
エロー）のサブフィールドに配分することが可能であ
る。発明者の行った検討結果では、原色のＲサブフィー
ルドよりも、中間色のＹ（イエロー）サブフィールドに
優先的に分配する方が、色割れを低減する効果が大きい
ことが分かった。
【００３７】あるいは、Ｙ（イエロー）サブフィールド
またはＲサブフィールドのいずれか片方だけに配分する
のではなく、両方のサブフィールドにいくらかずつ配分
するようにすれば、視線を大きく逸したときに知覚され
るカラーレインボーを低減する効果が大きいことが分か
った。よって、色割れとカラーレインボーのどちらをよ
り低減したいかによって、前記中間色に含まれる色（こ
の例ではＹ（イエロー））の中の原色成分（この例では
Ｒ）の、各サブフィールドへの分配割合を決定すればよ
い。配分割合は、任意に変更してよい。
【００３８】具体的な例として、図６（ａ）に示すよう
に、今、ある画素のＲＧＢ成分がそれぞれ
｛Ｒ，Ｇ，Ｂ｝＝｛１００，１６０，６０｝
であるとし、これを図２のようなサブフィールド構造、
すなわちＲＧＢの原色サブフィールドに加えて、Ｙ（イ
エロー）とＣ（シアン）のサブフィールドを有するサブ
フィールド構造にて表示する場合を考える。
【００３９】色成分を各サブフィールドに配分する前
に、まず各サブフィールドに優先順位をつける必要があ
る。例えば色割れをより効果的に低減したいのであれ
ば、１．Ｙ、２．Ｃ、３．ＲＧＢの原色サブフィール
ド、などの順に優先順位をつける。そして、前記優先順
位に従って色成分を分配する。これを図６（ｂ）を用い
て説明する。
【００４０】まず、Ｙ（イエロー）成分はＲとＧ共通成
分であるので、１００である。この時点でＲ成分は全て
Ｙ（イエロー）に配分されたので残りは０、Ｇ成分は１
６０－１００＝６０である。
【００４１】次に、Ｃ（シアン）はＧとＢの共通成分で
あるので、６０となる。この時点でＧとＢはいずれもＣ
（シアン）に配分されたので、残りはいずれも０とな
る。
【００４２】よって配分した結果は、
｛Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙ（イエロー），Ｃ（シアン）｝＝
｛０，０，０，１００，６０｝
となる。これにより、従来ではＲ、Ｇ、Ｂの３回のタイ
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ミングでそれぞれ発光していたものが、Ｙ（イエロー）
とＣ（シアン）の２回のタイミングでしか発光しなくな
るため、発光タイミングの時間的ズレが少なくなり、色
割れが低減される。また、光のパワーも優先順位の高い
サブフィールド（この例ではＹ、Ｃの順）が最も強く、
優先順位が低くなるに従って光のパワーも弱くなるの
で、優先順位の高いサブフィールドの色が目立ち、優先
順位が低いサブフィールドの色は目立ちにくくなり、よ
り色割れが目立ちにくくなる。
【００４３】あるいは、目を大きく逸らしたときに発生
するカラーレインボーをより優先的に低減したい場合
は、各サブフィールドへの色成分の配分割合を変えれば
よい。カラーレインボーを低減するには、色成分をどこ
かのサブフィールドに優先的に配分するのではなく、そ
の色成分を含むサブフィールドに分散させることで実現
できる。具体的に先ほどの、図６（ａ）に示す｛Ｒ，
Ｇ，Ｂ｝＝｛１００，１６０，６０｝であるような画素
を例にとり、図７を用いて説明する。
【００４４】まず、Ｙ（イエロー）とＣ（シアン）に注
目すると、Ｙ（イエロー）に共通に含まれるＲ成分とＧ
成分は１００であるため、例えばこれらの５０％をＹ
（イエロー）に配分するとする。するとＲは１００－５
０＝５０、Ｇは１６０－５０＝１１０となる。
【００４５】次に、Ｃ（シアン）についても同様に、Ｃ
（シアン）に共通に含まれるＧ成分とＢ成分は６０であ
るため、これらも５０％をＣ（シアン）に配分するする
と、Ｇは１１０－３０＝８０、Ｂは６０－３０＝３０と
なる。
【００４６】よって分配した結果は、
｛Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙ（イエロー），Ｃ（シアン）｝＝｛５
０，８０，３０，５０，３０｝
となる。これにより、全てのサブフィールドにて映像が
表示され、かつ各サブフィールド毎に注目した場合の映
像の光のパワーも、従来のＲＧＢ３つのサブフィールド
で表示させていた場合に比べて弱くなるため、カラーレ
インボーが低減する。なお、各サブフィールドへの色成
分の配分割合はこれに限定するものではなく、任意に変
更可能であるものとする。
【００４７】（第４の発明の実施形態）次に、本願第４
の発明について説明する。本願第４の発明は、本願第３
の発明に加え、無彩色のサブフィールドも設けて、輝度
の分配優先順位を前記無彩色サブフィールドが最優先に
なる様にしたものである。無彩色成分以外の色成分の分
配割合は、前述のとおり、色割れを優先的に低減するの
か、カラーレインボーを優先的に低減するのかに応じて
選択すれば良い。
【００４８】同様に先ほどの図６（ａ）に示す、｛Ｒ，
Ｇ，Ｂ｝＝｛１００，１６０，６０｝であるような画素
を例にとり、図８を用いて説明する。ここでは色割れを
優先的に低減するものとする。
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【００４９】まず最初に、Ｗ（無彩色）サブフィールド
へ分配する。Ｒ、Ｇ、Ｂ全てに共通に含まれる成分は６
０であるので、Ｗ（無彩色）は６０となる。この時点
で、各色成分の残りは、Ｒは１００－６０＝４０、Ｇは
１６０－６０＝１００、Ｂは６０－６０＝０となる。
【００５０】次に、Ｙ（イエロー）成分を前述の方法で
配分すると、先ほどのＷ（無彩色）を差し引いたものの
ＲとＧの共通成分となるので４０となり、Ｃ（シアン）
は０となる。よって
｛Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙ（イエロー），Ｃ（シアン），Ｗ（無
彩色）｝＝｛０，６０，０，４０，０，６０｝
となる。
【００５１】このように、本願第３の発明または本願第
４の発明によれば、中間色またはＷ（無彩色）サブフィ
ールドへの色成分の分配方法を工夫することで、色割れ
やカラーレインボーを低減することができる。
【００５２】なお、既に述べたとおり、色割れは観測者
の目が画面上の移動するパターンを追従するときに起き
る現象であるため、表示する画像が動画である場合は、
前記色成分の配分割合を、色割れを優先的に低減するよ
うな配分割合にし、表示する画像が静止画である場合
は、カラーレインボーを優先的に低減するような配分割
合にすれば、画像に応じて最適な表示が得られることに
なり、表示品位が向上する。
【００５３】また、現在の液晶表示装置の白→黒→白の
表示を行った場合の応答速度は速くても１．５ｍｓ程度
であり、ソースドライバのスルーレートやＴＦＴの書き
こみ能力を考慮すると１水平走査期間は最低でも約２μ
ｓ程度必要である。これらを考慮すると、１フレーム期
間におけるサブフィールド数は、現時点では６つ程度が
限界であると思われるため、ここでは１フレーム期間に
おけるサブフィールド数が６つまでの組み合わせを例に
挙げた。液晶以外のプロジェクター式の表示装置などで
は、１フレーム期間を１２個以上のサブフィールドに分
割して色割れやカラーレインボーを低減しているのが一
般的であるが、本願第１から第４の発明を用いれば、前
述の理由により１フレーム期間内のサブフィールド数を
増やすことが困難な液晶表示装置においても、少ないサ
ブフィールド数で色割れやカラーレインボーを低減する
ことが可能となる。
【００５４】また、本願第１から第４の発明のポイント
は１フレーム期間における各サブフィールドの表示する
映像の色と順番にあるので、表示デバイスの方式には依
存しないことも容易に理解されたい。すなわち、フィー
ルドシーケンシャル方式の表示装置であれば、本発明は
同様の効果をもたらすのである。例えば、有機ＥＬ表示
デバイス、プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）、フ
ィールドエミッションディスプレイ（ＦＥＤ）、ＤＭＤ
素子を用いた表示デバイス（例えばプロジェクター）、
などである。
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【００５５】（第５の発明の実施形態）前述の色成分の
分配方法では、各サブフィールドの色成分をＲ、Ｇ、Ｂ
それぞれについて加えると元の値になるようにしてい
た。しかし、これではバックライトから射出された光の
多くを液晶シャッターで遮断して捨てることになり、電
力の利用効率が低下していた。
【００５６】ところで、一般的な表示装置の性能を示す
項目として、最大輝度とコントラストがある。これらの
値が大きいほど、その表示装置の画質は良いと判断され
る。
【００５７】そこで本発明では、無彩色成分については
与えられた映像信号を超えるように各サブフィールドに
色成分を配分することで、映像に含まれる無彩色成分の
輝度を高め、表示装置の輝度とコントラストの向上を図
ったものである。以下の説明ではある画素に注目してい
るが、実際には画面全体にわたって、他の色との輝度バ
ランスやガンマ特性などを考慮してＷ（無彩色）成分の
増加量を決定すればよい。
【００５８】具体的な例として、図６（ａ）に示すよう
に、ある画素のＲＧＢ成分がそれぞれ｛Ｒ，Ｇ，Ｂ｝＝
｛１００，１６０，６０｝であり、１フレーム期間が図
５に示すように、Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｙ、Ｃ、Ｗの６つの色の
サブフィールドに分かれているとする。そして、本願第
５の発明に従って、各サブフィールドにそれぞれ次のよ
うに配分したとする。
【００５９】｛Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙ，Ｃ，Ｗ｝＝｛０，６
０，０，４０，０，６０｝
ここで、Ｗ（無彩色）サブフィールドに注目すると、６
０しか配分されていない。今、最大階調が２５５である
場合を考えているので、さらに２５５－６０＝１９５の
配分が可能ということになる。よって、例えば白の配分
を極端に高める場合は、
｛Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙ，Ｃ，Ｗ｝＝｛０，６０，０，４０，
０，２５５｝
とすればよい。この様子を図９（ａ）に示した。
【００６０】あるいは、Ｒ、Ｇ、Ｂの各サブフィールド
にも注目すると、これらにも１９５の配分が可能という
ことになる。よって、
｛Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙ，Ｃ，Ｗ｝＝｛１９５，２５５，１９
５，４０，０，２５５｝
としてもよい。この様子を図９（ｂ）に示した。もちろ
ん中間調サブフィールドも利用してもよい。
【００６１】これはある画素についてのみ注目している
ので非常に極端な例ではあるが、理論上このような方法
で白のピーク輝度を高めることが可能である。これによ
り、色割れ、カラーレインボーを低減しつつ、表示装置
の最大輝度やコントラストを向上させることができる。
また、バックライトの電力を無駄に消費することもな
い。
【００６２】（第６の発明の実施形態）前述の色成分の
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分配方法では、各サブフィールドの色成分を、中間調や
Ｗ（無彩色）サブフィールドを含めた複数のサブフィー
ルドに分散しているため、各サブフィールドの配分量が
少なくなる傾向が強い。
【００６３】例えば、図６（ａ）に示すようなある画素
のＲＧＢ成分を、図８に示すように
｛Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｙ，Ｃ，Ｗ｝＝｛０，６０，０，４０，
０，６０｝
となるように配分したとすると、この画素においてはＲ
とＢとＣのサブフィールドが０となるため、ＲとＢとＣ
のサブフィールドにおけるバックライトの点灯は必要な
い。しかし、従来の駆動方法ではバックライトは液晶シ
ャッターの開閉状態に依らず、ピーク輝度に合わせて発
光しているため、無駄に電力を消費することになる。
【００６４】視野を広げて画面全体において考えても同
様であり、例えば図１０（ａ）に示すように、画面全体
でのＲの最大値が１２０であったとすると、１２０に相
当する輝度を超えた分のＲの光のパワーは液晶のシャッ
ターにて遮断されるため、やはり無駄に電力を消費する
ことになる。
【００６５】そこで、本発明では図１０（ｂ）に示すよ
うに、各サブフィールドにおいてバックライト輝度を必
要最小限にとどめ、同時に液晶シャッターをこれに合わ
せて制御することで、バックライト電力を削減するよう
にしたものである。
【００６６】具体的には、
１．まず画面全体における各サブフィールド毎のピーク
値を検出する。
【００６７】２．そのピーク値に対応する輝度にバック
ライト輝度を調光制御する。
【００６８】３．バックライト輝度に合わせて液晶シャ
ッターの開度を調整する。という制御をすればよい。
【００６９】なお、ここでは簡単のため液晶の透過率は
階調２５５で１００％である場合を想定しているが、実
際に液晶シャッターの開度を調整する際は、液晶表示素
子の透過率やガンマ特性、バックライト輝度などを考慮
して決定する必要があることは言うまでもない。
【００７０】以上説明したとおり、本願第６の発明によ
れば、バックライト輝度を各サブフィールドにて表示す
る映像のピーク輝度に応じて調節することにより、バッ
クライトより射出された光をできるだけ液晶シャッター
で遮断しないようにすることができ、バックライトの光
を有効に利用することが可能となり、画質を維持したま
ま液晶表示装置の消費電力を低減することが可能とな
る。
【００７１】（第７の発明の実施形態）次に、本願第７
の発明について説明する。本願第６の発明は、各サブフ
ィールドの映像信号のピーク値が、入力されうる最大値
でない場合に限り、それに応じてバックライト輝度を減
光するという方法であった。この方法では、色成分の配
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分割合を維持したままバックライト輝度を調光するた
め、画質面では良好な結果が得られるが、入力された映
像信号のピーク値が入力されうる最大値であった場合
は、バックライトも最大輝度を照射することになるの
で、画面全体のどこかに最大値の映像信号が存在する
と、そのサブフィールドでのバックライトの照射輝度も
最大となり、電力削減効果が得られない。
【００７２】そこで、本願第７の発明では、中間色サブ
フィールドまたはＷ（無彩色）サブフィールドにおける
バックライト輝度に上限を設け、この上限を前記中間色
サブフィールドまたはＷ（無彩色）サブフィールドにお
けるバックライトの最大輝度より低い値に設定すること
で、より積極的に消費電力の低減を図ったものである。
【００７３】本願第１から第４の発明である中間色また
はＷ（無彩色）サブフィールドを有するサブフィールド
構造の場合、Ｒ、Ｇ、Ｂの各光源は１フレーム期間内の
うち複数のサブフィールドにて発光する。例えば、図１
に示すサブフィールド構造の場合、ＲとＧの光源はそれ
ぞれＹ（イエロー）サブフィールドと、原色（Ｒ、Ｇ）
の２つのサブフィールドにて発光する。
【００７４】しかし、液晶シャッターは１フレーム期間
のうち１サブフィールド期間分しか開かないことにな
り、光源の発光時間に対して液晶シャッターが開いてい
る時間の割合が小さく、電力利用効率が落ちると言う問
題がある。
【００７５】具体的に説明すると、図１のサブフィール
ド構造にて、ある画素にＹ（イエロー）を表示する場合
を考える。今、図１１（ａ）に示すように、Ｒ成分とＧ
成分がそれぞれ２５５であったとする。この場合、各サ
ブフィールドへの配分方法の組み合わせは無限にある
が、ここではＹ（イエロー）サブフィールドに１００％
配分し、Ｒ、Ｇの原色サブフィールドには０％配分する
場合と、Ｙ（イエロー）とＲ、Ｇの原色サブフィールド
にそれぞれ５０％ずつ配分する場合の２通りを考える。
【００７６】図１１（ｂ）にＹ（イエロー）サブフィー
ルドに１００％、原色サブフィールドには０％配分した
場合の液晶シャッターとバックライトの状態を示し、図
１１（ｃ）にＹ（イエロー）に５０％、Ｒ、Ｇの原色サ
ブフィールドに５０％配分した場合を示した。
【００７７】まず、図１１（ｂ）において、ＳＦ１では
バックライトのＲとＧが発光し、液晶シャッターは２５
５／２５５開く。ＳＦ３とＳＦ４でもバックライトは発
光するが、液晶シャッターは開かない。ＳＦ２のＢはＹ
（イエロー）には含まれない色なので、ここでは考えな
い。ここでＲの光源とＧの光源に注目すると、ＲはＳＦ
１とＳＦ３、ＧはＳＦ１とＳＦ４にて発光している。こ
れに対して、液晶シャッターはＳＦ１しか開いておら
ず、ＳＦ３とＳＦ４では閉じている。すなわち、１フレ
ーム期間のうち、バックライトは２つのサブフィールド
期間で発光しているにもかかわらず、光が外部に取り出
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せるのは１つのサブフィールド期間だけであるので、５
０％しか取り出せず５０％は捨てているのである。
【００７８】次に、図１１（ｃ）について説明する。図
１１（ｃ）では、ＳＦ１にてバックライトのＲとＧが発
光し、液晶シャッターは１２７／２５５だけ開く。ＳＦ
３とＳＦ４においてもバックライトは発光するが、液晶
シャッターはやはり１２７／２５５だけ開く。ＳＦ２の
ＢはＹ（イエロー）には含まれない色なので無視する。
ここでＲの光源とＧの光源に注目すると、ＲはＳＦ１と
ＳＦ３、ＧはＳＦ１とＳＦ４にて最大輝度で発光してい
る。これに対して、液晶シャッターはＳＦ１、ＳＦ３、
ＳＦ４のすべてにおいて、半分の１２７しか開いていな
い。この場合も、１フレーム期間のうち、バックライト
は２つのサブフィールド期間で最大輝度で発光している
にもかかわらず、光が外部に取り出せるのは各サブフィ
ールドでそれぞれ５０％であるので、この場合も５０％
は捨てているのである。
【００７９】上記２つの場合に限らず、色成分の配分割
合がどんな場合についても同様のことが言える。
【００８０】ところで、発明者が行った主観評価では、
Ｙ（イエロー）、Ｃ（シアン）、Ｍ（マジェンダ）とい
った中間色を表現する際に、中間色と原色の輝度の比が
中間色：原色＝１：１
までであれば、許容限内に収まることが分かった。
【００８１】また、Ｗ（無彩色）では、Ｗ（無彩色）と
原色の割合が、
Ｗ（無彩色）：原色＝７：３
までであれば、許容限内に収まることが分かった。
【００８２】そこで、中間色のサブフィールドのバック
ライト輝度の上限を、あらかじめ最大５０％までに設定
し、残りは原色サブフィールドにて補うようにすれば、
中間色サブフィールドでのバックライト電力の削減が可
能となる。また、主観評価から画質の劣化も許容限内に
抑えられることが分かっている。
【００８３】同様に、Ｗ（無彩色）のサブフィールドの
バックライト輝度の上限を、あらかじめ最大７０％まで
に設定し、残りは原色サブフィールドにて補うようにす
れば、Ｗ（無彩色）サブフィールドでのバックライト電
力の削減が可能となる。ただし、バックライト輝度を変
化させる場合、液晶シャッターの開度をバックライト輝
度とガンマ特性を考慮しながら調節しなければならない
ことは、すでに述べたとおりである。
【００８４】ここで１つ注意したいのは、人間の視感度
は輝度が高い領域での輝度変化に対して鈍感になるとい
う事実と本発明との関連性である。先ほど中間色サブフ
ィールドのバックライト輝度の上限をバックライトの最
大輝度の５０％までに、Ｗ（無彩色）サブフィールドで
は７０％までに設定する、と述べたが、輝度がある程度
高くなると人間の視感度は輝度の変化に対して鈍感にな
るので、厳密に５０％までとする必要はなく、プラス５
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％程度の誤差は許容範囲である。
【００８５】このように、本願第７の発明によれば、中
間色またはＷ（無彩色）サブフィールドでのバックライ
ト輝度に予め上限を設けることで、前記中間色またはＷ
（無彩色）サブフィールドにおける液晶シャッターの開
度を、より開いた状態で使用することができるので、バ
ックライトから射出された光の利用効率を向上させるこ
とが可能となり、低消費電力化が可能となる。また、バ
ックライトの電力－輝度特性がリニアでない場合、とく
に輝度があがると発光効率が低下するような特性を有す
る場合においても、本発明によればバックライトの効率
が良い部分にて使用することが可能となるので、消費電
力削減に効果がある。
【００８６】ここで、本願第３または第４の発明のとこ
ろで説明した色配分方法との違いを説明する。本願第３
または第４の発明でも、色配分割合を中間色サブフィー
ルドと原色サブフィールドに均等に配分する方法につい
て述べた。しかし、これは中間色成分が幾らの値であっ
ても、常に均等に配分するというものである。これに対
して本願第７の発明は、中間色サブフィールドの上限以
下であれば、中間色サブフィールドに全て割り当てると
いうものであり、この点が本願第３または第４の発明と
異なる。
【００８７】図１２を用いて説明する。図１２の
（ａ）、（ｂ）、（ｃ）はいずれも本願第３または第４
の発明により色成分を配分した結果である。ここでは、
カラーレインボーを低減することを優先し、中間色サブ
フィールドと原色サブフィールドにそれぞれ５０％ずつ
配分するものとする。
【００８８】図１２（ａ）は、元の映像信号が、Ｒ、Ｇ
それぞれ２５５であるので、中間色サブフィールドと原
色サブフィールドにそれぞれ１２７ずつ配分している様
子を示している。
【００８９】図１２（ｂ）は、元の映像信号が、Ｒ、Ｇ
それぞれ１２８であるので、中間色サブフィールドと原
色サブフィールドにそれぞれ６４ずつ配分している様子
を示している。
【００９０】図１２（ｃ）は元の映像信号が、Ｒ、Ｇそ
れぞれ６４であるので、中間色サブフィーィールドと原
色サブフィールドにそれぞれ３２ずつ配分している様子
を示している。
【００９１】このように、本願第３または第４の発明で
は中間色サブフィールドと原色サブフィールドへの配分
割合は常に一定となる。
【００９２】一方、本願第７の発明では中間色サブフィ
ールドに設定した上限を超えなければ、中間色サブフィ
ールドへの配分は幾らでもよいので、図１３に示すよう
な配分割合でもよいことになる。ここでは中間色サブフ
ィールドの輝度の上限を２５５の５０％である１２８に
設定していたとする。
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【００９３】図１３（ａ）の場合は元の映像信号がＲと
Ｇ成分がそれぞれ２５５であるため、中間色サブフィー
ルドには１２８、原色サブフィールドには１２７の配分
となる。
【００９４】図１３（ｂ）の場合は元の映像信号がＲと
Ｇ成分がそれぞれ１２８であるため、中間色サブフィー
ルドの上限の範囲内である。よって、中間色サブフィー
ルドのみに１２８を配分し、原色サブフィールドには何
も配分しないことになる。
【００９５】図１３（ｃ）の場合も同様であり、元の映
像信号がＲとＧ成分がそれぞれ６４であるため、中間色
サブフィールドの上限の範囲内である。よって、中間色
サブフィールドに６４すべてを配分し、原色サブフィー
ルドには何も配分しないことになる。
【００９６】このように、中間色サブフィールドに輝度
の上限を設け、中間色サブフィールドに優先的に配分す
ることにより、中間色サブフィールドの上限を超えた成
分のみを原色サブフィールドへ配分することが可能とな
る。これにより、中間色サブフィールドでのバックライ
ト輝度は最大でも原色サブフィールドの１／２となるた
め、バックライトの消費電力を確実に低減させることが
できる。また、中間色サブフィールドの輝度の上限とし
て設定した５０％という値は、主観評価結果によって許
容限内に収まることが証明された値である。よって、中
間色サブフィールドの輝度を５０％まで低下させて、残
りを原色サブフィールドにて補っても、観測者に不快感
を与えることはない。
【００９７】また、これまで中間色について述べたが、
Ｗ（無彩色）についても同様の原理を適用することが可
能である。発明者が行った主観評価結果によると、Ｗ
（無彩色）の場合はＷ（無彩色）サブフィールドでの輝
度の上限を７０％以上とするのが望ましいことがわかっ
た。５０％以下では、カラーレインボー及び色割れの低
減効果はほとんど見られなかった。
【００９８】以上をまとめると、本願第７の発明によれ
ば、あらかじめ中間色サブフィールドまたはＷ（無彩
色）サブフィールドの輝度の上限を設けることにより、
中間色サブフィールドまたはＷ（無彩色）サブフィール
ドでのバックライト輝度を低下させることが可能とな
り、これにともない液晶シャッターの開度をより高い状
態で使用することができるため、バックライトの光を遮
断して捨てる分が減るため利用効率が上がり、表示装置
の消費電力を低減することが可能となる。
【００９９】また、バックライトの発光効率が高輝度側
で低下するような光源（例えばＬＥＤなど）を用いた場
合においても、本発明によれば、発光効率の良い領域で
バックライトを使用することが可能となり、電力利用効
率が高まる。
【０１００】また、主観評価の結果によれば、中間色サ
ブフィールドでの輝度の上限を５０％以上の値に、Ｗ
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（無彩色）での輝度の上限を７０％以上の値に設定すれ
ば、観測者に不快感を与えることがないので、表示品を
損なうことなく表示装置の低消費電力化も同時に実現可
能となる。
【０１０１】さらに、本願第６の発明と組み合わせれ
ば、図１３（ｃ）のような、中間色サブフィールドの輝
度の上限に満たない場合、バックライト輝度をさらに低
下させることができるので、より低消費電力化が可能と
なる。
【０１０２】（本願第８から本願第１４の発明の実施形
態）図１４において、７０１は映像信号入力端子、７０
２は映像信号を記憶できる記憶手段、７０３は入力され
た映像信号から他の色の映像信号を生成するための演算
手段、７０４は液晶表示装置の制御を行うコントロー
ラ、７０５はバックライトを制御するためのバックライ
ト制御手段、７０６は液晶表示装置のソース線を駆動す
るソースドライバ、７０７は液晶表示装置のゲート線を
駆動するゲートドライバ、７０８は液晶表示素子、７０
９はバックライト、７１０は外部よりユーザーが色配分
割合を設定するための外部設定入力端子である。
【０１０３】映像信号入力端子７０１より入力された映
像信号は、一旦映像信号記憶手段７０２に蓄積される。
そして、演算手段７０３が映像信号記憶手段７０２より
任意の画素の映像信号を読み出す。演算手段７０３は、
あらかじめ設定された色配分アルゴリズムに従って、Ｒ
ＧＢの映像信号に基づいてＹ（イエロー）、またはＣ
（シアン）、またはＭ（マジェンダ）またはＷ（無彩
色）の映像信号を生成する。そして、生成した映像信号
をコントローラ７０４に受け渡す。色配分アルゴリズム
とは、各サブフィールドに色成分を分配する方法であ
り、図６から図８を用いてすでに述べたとおりであるの
でここでは説明を省略する。ここで、外部設定入力端子
７１０をユーザーに開放し、ユーザー自身の好みに応じ
て、色割れを優先的に低減するか、あるいはカラーレイ
ンボーを優先的に低減するのかを指定することができる
ようにしておけば、ユーザーのニーズによりマッチした
映像を表示することが可能となる。
【０１０４】コントローラ７０４は演算手段７０３より
受け取った映像信号に応じてソースドライバ７０６、ゲ
ートドライバ７０７に制御信号を出力すると共に、バッ
クライト制御手段７０５に対しても、バックライトの制
御信号を出力する。ソースドライバ及びゲートドライバ
の制御は従来の液晶表示装置と同様であるので、ここで
は詳細な説明は省略する。
【０１０５】バックライト制御手段７０５はコントロー
ラより受け取った制御信号に基づいて、バックライト７
０９を制御し、バックライト７０９が所望の色に発光す
る。
【０１０６】次に、バックライトの輝度を調節する方法
について３つ具体的な例を挙げる。ただし、本発明のポ
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イントはバックライトの輝度を調節する点にあるため、
これを実現できるものであればその構成を限定するもの
ではないことを、あらかじめ断っておく。
【０１０７】図１５に本願第８から本願第１４の発明に
よる液晶表示装置の光源に用いる第１の回路例を示す。
６０１は電源端子、６０２はバッファ回路、６０３は平
滑コンデンサ、６０４は赤の光源、６０５は緑の光源、
６０６は青の光源、６０７はスイッチング素子、６０８
は光源６０４～６０６の発光タイミングを制御するバッ
クライト制御手段、６１０は可変抵抗である。
【０１０８】可変抵抗６１０は光源の発光期間を変化さ
せた際に輝度補正を行う場合や、ＬＥＤの電圧－輝度特
性の個々のバラツキや、ホワイトバランスを調整するた
めの調整部である。赤、緑、青それぞれ独立させること
により、それぞれ独立した基準電圧を得ることができ
る。前記可変抵抗６１０によって生成された基準電圧
は、赤、緑、青それぞれのバッファ回路６０２に入力さ
れる。バッファ回路６０２は入力された基準電圧を増幅
して、ＬＥＤのアノード端子に電力を供給する。バッフ
ァ回路の出力部に平滑コンデンサ６０３を接続すること
で、バッファ回路のバイアス電流を最小限に抑えること
ができ、バッファ回路内で定常的に消費する電力を削減
することができる。また、ＬＥＤに供給する電圧の立ち
上がりがなまるのを防ぐことができる。
【０１０９】ＬＥＤのカソード端子にはスイッチング素
子６０７が接続されている。スイッチング素子６０７は
バックライト制御手段６０８からの制御信号に応じて回
路を閉開し、回路が閉じた際にＬＥＤが発光する。バッ
クライト制御手段６０８は、スイッチング素子６０７に
対して各光源の発光期間に対応する制御信号を送る。
【０１１０】また、本願第６、本願第７、本願第１３、
本願第１４の発明によりバックライトの輝度を調整する
場合は、１サブフィールド期間内にて複数回のＯＮ／Ｏ
ＦＦ信号をスイッチング素子６０７に出力して、輝度の
調整を行う。
【０１１１】次に、図１６に本願第８から本願第１４の
発明による液晶表示装置の光源に用いる第２の回路例を
示す。１１０１はデジタル／アナログコンバーター（Ｄ
／Ａコンバーター）、１１０２は光源６０４～６０６に
定電流を供給するためのオペアンプ、６０４は赤の光
源、６０５は緑の光源、６０６は青の光源、６０８は６
０４～６０６の発光タイミング及び輝度を制御するため
のバックライト制御手段である。
【０１１２】バックライト制御手段はＤ／Ａコンバータ
ー１１０１に対して、輝度に対応するディジタル信号を
出力する。Ｄ／Ａコンバーター１１０１は受信したディ
ジタル信号をアナログ電圧に変換して、オペアンプ１１
０２に出力する。オペアンプ１１０２は、入力された電
圧と抵抗１１０３の端子電圧が一致するように出力電圧
を調整する。これによって、光源６０４～６０６をそれ
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ぞれ独立に輝度調整することが可能となる。
【０１１３】あるいは図１７のように構成してもよい。
図１７において、１２０１は光源６０４～６０６の端子
電圧を一定に保つためのスイッチング素子である。抵抗
１１０３の端子電圧とオペアンプ１１０２の＋入力端子
に入力された電圧が同一になる様に、オペアンプ１１０
２はスイッチング素子１２０１を制御する。この構成に
すると、オペアンプの出力電流容量をスイッチング素子
１２０１が駆動するのに必要な分だけに抑えることがで
きるので、オペアンプが高速に応答し、結果として光源
の輝度制御も高速に行えるというメリットがある。
【０１１４】
【発明の効果】以上述べたように、本願第１の発明によ
れば、任意のサブフィールドにて中間色を表示し、さら
にこれに隣接する少なくとも１つのサブフィールドに
て、前記中間色には含まれない色の映像を表示する様に
することで、色割れが発生しても、前記中間色と前記中
間色には含まれない色が混色して、色割れが低減すると
いう効果がある。また、色成分を各サブフィールドに分
散することで、各サブフィールドにて表示される映像の
輝度が低下することになり、カラーレインボーの低減が
可能となる。
【０１１５】また、本願第２の発明によれば、本願第１
の発明に加えて、１フレーム期間内に少なくとも１つの
サブフィールドにて無彩色の映像を表示する様にするこ
とで、無彩色成分を含むパターンに対しても同様に、色
割れ及びカラーレインボーの低減が可能となる効果があ
る。
【０１１６】また、本願第３の発明によれば、１フレー
ム期間が複数のサブフィールドに分割されており、赤、
緑、青のいわゆる三原色の映像を表示するためのサブフ
ィールドと、中間色の映像を表示するためのサブフィー
ルドをそれぞれ少なくとも１つ有するフィールドシーケ
ンシャル液晶表示装置において、赤、緑、青に対応する
映像信号からそれ以外の色の映像信号を生成する際の輝
度配分の優先順位が、１．中間色の映像を表示するサブ
フィールド、２．赤または緑または青のいわゆる三原色
の映像を表示するサブフィールド、の順である様にする
ことで、色割れが発生した場合に、原色よりも目立たな
い中間色の映像の輝度が、前記三原色の映像の輝度を上
回ることになり、色割れ及びカラーレインボーの低減が
可能となる効果がある。
【０１１７】また、本願第４の発明によれば、本願第３
の発明に加えて、１フレーム期間に無彩色映像を表示す
るサブフィールドも設け、赤、緑、青に対応する映像信
号からそれ以外の色の映像信号を生成する際の輝度配分
の優先順位が、１．無彩色の映像を表示するサブフィー
ルド、２．中間色の映像を表示するサブフィールド、
３．赤または緑または青のいわゆる三原色の映像を表示
するサブフィールド、の順である様にすることで、さら
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に色割れ及びカラーレインボーの低減が可能となる。
【０１１８】また、本願第５の発明によれば、１フレー
ム期間が複数のサブフィールドに分割されており、無彩
色映像を表示するサブフィールドと、それ以外の色の映
像を表示するサブフィールドをそれぞれ少なくとも１つ
有するフィールドシーケンシャル液晶表示装置におい
て、無彩色映像を、無彩色の映像を表示するサブフィー
ルドとそれ以外の色の映像を表示するサブフィールドの
両方で表示する様にすることで、ピーク輝度を高めるこ
とが可能となり、電力の有効利用にもなる。
【０１１９】また、本願第６の発明によれば、１フレー
ム期間が複数のサブフィールドに分割されており、赤、
緑、青のいわゆる三原色の映像を表示するサブフィール
ドと、中間色の映像を表示するサブフィールドまたは無
彩色映像を表示するサブフィールドをそれぞれ少なくと
も１つ有するフィールドシーケンシャル液晶表示装置に
おいて、各サブフィールドにおける映像のピーク輝度に
応じて、バックライト輝度を調光する様にすることで、
画質は維持したまま消費電力の削減が可能となる。
【０１２０】また、本願第７の発明によれば、中間色ま
たは無彩色映像を表示するサブフィールドのバックライ
ト輝度に上限を設け、この上限を前記中間色または無彩
色サブフィールドのバックライトの最大輝度よりも低く
することで、液晶シャッターの開度が高い状態で使用す
ることができ、消費電力の削減が可能となる。また、バ
ックライトの発光効率の良い領域で使用することが可能
となる。
【０１２１】また、本願第８の発明から本願第１１の発
明によれば、前記本願第１の発明から本願第５の発明に
よる表示装置を実現することが可能となり、色順次表示
方式の表示装置でありながら、色割れ及びカラーレイン
ボーの少ない表示が可能な表示装置が得られる。
【０１２２】また、本願第１２の発明によれば、前記本
願第５の発明による表示装置を実現することが可能とな
り、ピーク輝度を高めることができ、電力を有効利用す
ることが可能な色順次表示方式の表示装置を実現でき
る。
【０１２３】また、本願第１３の発明によれば、前記本
願第６の発明による表示装置を実現することが可能とな
り、各サブフィールドにおける画面のピーク輝度に応じ
て、バックライト輝度を調光する様にすることで、画質
を維持しつつ消費電力を低減することが可能な色順次表
示方式の表示装置を実現できる。
【０１２４】また、本願第１４の発明によれば、前記本
願第７の発明による表示装置を実現することが可能とな
り、消費電力を低減することが可能な色順次表示方式の
表示装置を実現できる。
【０１２５】なお、本願第１から本願第１４の発明を用
いれば、色順次表示方式でも色割れの少ない表示装置を
得ることができるため、従来よりも消費電力を低くする
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ことが可能な色順次表示方式表示装置の普及に貢献する
ことができ、地球環境、宇宙環境に優しいこととなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明第１または本発明第２または本発明第３
または本発明第４または本発明第５または本発明第６に
よる各サブフィールドにおける映像の表示色の説明図
【図２】本発明第１または本発明第２または本発明第３
または本発明第４または本発明第５または本発明第６に
よる各サブフィールドにおける映像の表示色の説明図
【図３】本発明第１または本発明第２または本発明第３
または本発明第４または本発明第５または本発明第６に
よる各サブフィールドにおける映像の表示色の説明図
【図４】本発明第１または本発明第２または本発明第３
または本発明第４または本発明第５または本発明第６に
よる各サブフィールドにおける映像の表示色の説明図
【図５】本発明第１または本発明第２または本発明第３
または本発明第４または本発明第５または本発明第６に
よる各サブフィールドにおける映像の表示色の説明図
【図６】本発明第１または本発明第３による、色割れを
優先的に低減する場合の色成分の配分割合の例を示した
説明図
【図７】本発明第３または本発明第４によるカラーレイ
ンボーを優先的に低減する場合の色成分の配分割合の例
を示した説明図
【図８】本発明第３または本発明第４による、色割れを
優先的に低減する場合の色成分の配分割合の例を示した
説明図
【図９】本発明第５による、Ｗ（無彩色）成分の輝度を
向上させる場合の色成分の配分割合の例を示した説明図
【図１０】本発明第６による、バックライトと液晶シャ
ッターの開度を最適化し、消費電力を低減する方法を示
した説明図
【図１１】バックライトと液晶シャッターの開度を示し
た説明図
【図１２】本願第３の発明による色成分の配分の様子を
示した説明図
【図１３】本願第７の発明による色成分の配分の様子を
示した説明図
【図１４】本発明第７または本発明第８または本発明第
９または本発明第１０または本発明第１１または本発明
第１２による色順次表示方式の表示装置のブロック図
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【図１５】本発明第７または本発明第８または本発明第
９または本発明第１０または本発明第１１または本発明
第１２による色順次表示方式の表示装置の光源部の回路
図
【図１６】本発明第７または本発明第８または本発明第
９または本発明第１０または本発明第１１または本発明
第１２による色順次表示方式の表示装置の光源部の回路
図
【図１７】本発明第７または本発明第８または本発明第
９または本発明第１０または本発明第１１または本発明
第１２による色順次表示方式の表示装置のブロック図
【図１８】色割れの原理の説明図
【図１９】異なる色のパターンが隣接した際の境界部分
の様子を示した模式図
【図２０】従来の方法にてＹ（イエロー）を表示する際
の各サブフィールドにて表示する映像の色の説明図
【符号の説明】
６０１  電源端子
６０２  バッファ回路
６０３  平滑コンデンサ
６０４  赤の光源
６０５  緑の光源
６０６  青の光源
６０７  スイッチング素子
６０８  バックライト制御手段
６１０  可変抵抗
７０１  映像信号入力端子
７０２  映像信号記憶手段
７０３  演算手段
７０４  コントローラ
７０５  バックライト制御手段
７０６  ソースドライバ
７０７  ゲートドライバ
７０８  液晶表示素子
７０９  バックライト
７１０  外部設定入力端子
１１０１  デジタル／アナログコンバーター
１１０２  オペアンプ
１１０３  抵抗
１２０１  スイッチング素子
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